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１ <林野庁プレスリリースから> 

平成 30 年(第 12 回)「みどりの学術賞」受賞者の決定について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

平成 30 年(第 12 回)「みどりの学術賞」の受賞者が決定しました。 

１ みどりの学術賞について 

「みどりの学術賞」は、「みどり」についての国民の造詣を深めるために、国内におい

て植物、森林、緑地、造園、自然保護等に係る研究、技術の開発その他の「みどり」に

関する学術上の顕著な功績のあった個人に内閣総理大臣が授与するものです(平成

18 年 8 月 8 日閣議決定)。 

受賞者は、「みどり」に関する学術に深い見識を有する者で構成される「みどりの学

術賞選考委員会」での審議を経て、決定されます。 

 

２ 受賞者について 

第 12 回となる今回は、以下の 2名に対し、授与することが決まりました。 

熊谷 洋一 (くまがい よういち) 東京大学名誉教授、兵庫県立淡路景観園芸学校

名誉学長 

篠崎 和子 (しのざき かずこ) 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

 

３ 授賞式について 

http://www.shinrinreku.jp/feenet/index.html
http://www.shinrinreku.jp/feenet/php4/mlbk/index.php
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授賞式は、平成 30 年 4 月 27 日(金曜日)に開催する「みどりの式典」(於：東京都内)

において行われます。 

 

４ その他 

本件は、内閣府、文部科学省、国土交通省及び環境省で同時に発表しています。 

後日、日本科学未来館との共催により、受賞者によるトークイベントと受賞記念講演

会を開催します。 

(1)トークイベント 

 ・熊谷洋一氏       日時：平成 30 年 6月以降 

                   場所：日本科学未来館 

 ・篠崎和子氏       日時：平成 30 年 5月 12 日(土曜日)午後の予定    

場所：日本科学未来館 

(2)受賞記念講演会  日時：平成 30年 6 月 2 日(土曜日)13 時 30 分～     

場所：日本科学未来館 7階 未来館ホール 

＊みどりの式典及び記念講演会の詳細については、追って公表いたします。 

  ト ー ク イ ベ ン ト の 詳 細 に つ い ては 、 日本科学未来館 ホ ーム ペ ー ジ

（http://www.miraikan.jst.go.jp/event/）で後日公表いたします。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ <コラム> 森林環境教育の現場から(１２９) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

北海道名寄市の郊外の小学校でスノーシューハイクをしてきました。いつもの神社

山はすっかり雪に包まれています。「あれっ夏につけた樹名板がなくなっている？」「え

っ！足元についているよ！」（驚き！）子どもたちが目の当たりの高さにつけた樹名板

は雪の中か足元？そう、１m くらいの積雪です。いつもとは違う目線で観察、「キタコブ

シの芽があった！」子どもたちが、背伸びしても届かなかった芽が手にとって観察でき

ます。「あの枯れた木はこの森に必要かな？」この問いに多くの子どもたちが「必要だ

よ！だって虫の食べ物になるもん」「虫はどうなるの？」「鳥が食べに来るよ！」「鳥がこ

の森に来るとどうなるの？」「種を運んでくるよ！」・・・この子たちの、自然への気づきが

深くなってきていることが確認できて、春からの観察がとても楽しみになりました。 

（森林インストラクター  柳原 高文） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

３ <森林・林業白書から> 企業による花粉の少ない森林づくりに向けた取組 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 住宅メーカーのタマホーム株式会社は、平成 28（2016）年 10 月、大分県及び大分県

森林再生機構と「花粉の少ない苗木による再造林の推進に関する協定」を締結した。

本協定は、伐期に達した人工林を伐採して住宅資材として使用し、伐採跡地において

花粉症対策苗木による再造林を推進することによ り、「花粉の少ない森林（もり）づくり」

を支援することを内容としている。協定期間は５年間としており、同社は、再造林に要す

る花粉症対策苗木の購入費用の一部を援助する。 

  民間企業が都道府県に働きかけて協定を結び、花粉発生源対策を行う取組は全国

初とみられている。 



同 11 月には、宮崎県及び宮崎県森林組合連合会とも同様の協定を締結した。同社

は、木材取引量の多い地域を中心とした他の都道府県での支援の実施も検討しており、

今後、協定 締結を視野に協議していくこととしている。 

（平成２８年度森林・林業白書 事例から） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

４ <樹をとりまくはなし>（９）ネムノキ呼ばわりのジャカランダ  

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

川沿いの緑地で樹木調査をしていると、地図上のネムノキが、ネムノキではありませ

ん。見慣れない木なので何だろうと調べていたら、ノコギリをもったおばちゃん登場。「こ

の木が大きくなったから、ちょっと伐ろうと思って」と今調べているネムノキモドキを伐ろ

うとするではありませんか。「ちょっと待って！」と話を聞いてみると、「これはジャカラン

ダで、そもそも自分が苗を植えて大きくなり、下に植えた花に日が当たらないから伐る

んだ」と言うことでした。おばちゃんは役所の人には何度もジャカランダだと言ったのだ

が、信じてもらえなかったらしいです。今年紫の花が咲いたらしく、ようやく信じてもらえ

るっておばちゃんは言っていました。ネムノキは葉脈がかたよっているけど、ジャカラン

ダは真ん中に葉脈があります。遠目にみるとアロウカリアに似ているなと思いました。

地元の人たちがいろいろ植えたのが大きくなり、役所の人も困惑するだろうと同情しま

す。ジャカランダは中南米原産でとても大きくなる木。冬も 0°までならいけるようで、都

内なら育ちますが、公共の場所に植えてはいけません。 

（森林インストラクター・樹木医 岩谷 美苗） 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

５ <イベント情報> 

◆エコツアー そば打ち体験と里山散策 ～里山保全について～ 

◆エコツアー ユガテの春を楽しむ ～観察会と山菜採り～ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◆エコツアー そば打ち体験と里山散策 ～里山保全について～ 

そば打ちを体験し、自分で打ったそばを皆んなで食しながらそば談義に花を咲かせ

ましょう。午後からは、能仁寺の歴史と飯能市のシンボリックな天覧山に登って景色を

堪能し、最後に谷津田を見学、里山保全や里山の植物について学びます。 

［開催日］  2018 年 4 月 8 日(日) 

［開催場所］  埼玉県 飯能中央地区行政センター 

［交通］  西武秩父線飯能駅 徒歩約 10分 

［参加資格］ 小学生以上 

［参加費用］ 一人 2,000 円 

［申し込み・問い合わせ先］  NPO法人西川木楽会（小見寺） 

 TEL  090-7259-3645   e-mail omidera@beige.ocn.ne.jp 

［応募締切］  2018 年 3月 25 日 

［主催団体名］ NPO 法人西川木楽会 

〒358-0046 埼玉県入間市南峯３３３番地８ 

TEL 090-7259-3645 

E-mail  omidera@beige.ocn.ne.jp 



URL   http://www.kirakukai.or 

 

◆エコツアー ｙガテの春を楽しむ ～観察会と山菜採り～ 

飯能の桃源郷といわれるユガテの森で春の恵みである山菜を採りながら、植物観

察・自然の生態系・生物多様性について学ぶとともに、森づくりの現場と間伐材を利用

した様々な取り組みについて紹介します。昼食時には副菜として、山菜の天ぷらをいた

だきます。 

 

［定員］  15 名 

［開催日］  2018 年 4 月 22 日(日)   9：00～14：30 

集合・解散場所 西武池袋線「東吾野駅」駅前 

［開催場所］ 埼玉県飯能市虎秀字ユガテ 

［参加資格］ 小学生以上 

［参加費用］ 大人 2,500 円、中学生以下 1,500 円（ガイド、昼食、保険） 

［申し込み・問い合わせ先］  NPO法人西川木楽会（小見寺） 

 TEL  090-7259-3645 e-mail omidera@beige.ocn.ne.jp 

［応募締切］  2018 年 4月 8 日 

［主催団体名］ NPO 法人西川木楽会 

〒358-0046 埼玉県入間市南峯３３３番地８ 

TEL 090-7259-3645 

E-mail  omidera@beige.ocn.ne.jp 

URL   http://www.kirakukai.org 

 

※本ネットワークの「イベント情報」（http://www.shinrinreku.jp/feenet/einfo/）にご登録 

いただいたイベントや事務局にご連絡いただいた情報等の中から紹介します。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

☆ 事務局から 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

東京地方のサクラの開花予想は、気象予報各社で３月１８日から２０日となっていま

す。この冬、特に２月は寒さも厳しくサクラの開花も遅れるのかと思いましたが、平年よ

り早くなりそうです。満開の見頃の時期も３月中に終わってしまいそうで、４月の入学式

の頃は葉桜になっていそうです。 

森林インストラクター養成講習Ⅰの受付が４月１日から始まります。講習Ⅰの日程は、

森林（Ａコース）５月１２日（土）～１４日（月）、森林内の野外活動・安全及び教育（Ｂコー

ス）５月２６日（土）～５月２８日（月）、林業（Ｃコース）６月１６日（土）～１７日（月）となっ

ています。（K） 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

☆☆☆ご投稿等は E-mail：feenet_info@shinrinreku.jp までお寄せください。 
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